
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
３
１
５
億
円
で
し

た
が
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
額
18
億
８
７
５
２
万
円
、
補
正
予

算
額
12
億
７
６
０
６
万
円
を
加
え
て
、
12
月
末
の
予
算
現
額
は

３
４
６
億
６
３
５
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
末
ま
で
の
収

入
済
額
は
２
０
２
億
７
９
６
万
円
（
予
算
額
に
対
す
る
収
入
割
合

は
58
・
３
％
）、
支
出
済
額
は
１
６
２
億
３
０
７
７
万
円
（
予
算

額
に
対
す
る
支
出
割
合
は
46
・
８
％
）
で
す
。

12 月末
予算現額

4 月～ 12 月
支出済額

予算に対
する割合

説　明

議会費 2 億 8,182 2 億 2,349 79.3% 市議会議員の報酬や議会運営にかかる経費

総務費 31 億 　687 19 億 3,572 62.3% 市役所の庁舎管理や市税の賦課徴収、選挙などにかかる
経費

民生費 109 億 4,298 59 億 1,316 54.0% 福祉（障がい者、高齢者、児童など）事業や生活保護な
どにかかる経費

衛生費 23 億 5,451 12 億　918 51.4% 医療や環境対策、ごみ処理などにかかる経費

農林水産業費 11 億 9,059 5 億 1,481 43.2% 農林水産業の振興や農道、林道の整備などにかかる経費

商工費 7 億 4,252 6 億　819 81.9% 商工業の振興や観光施設の管理運営などにかかる経費

土木費 80 億    299 13 億 5,258 16.9% 道路や公園、市営住宅の建設や維持管理などにかかる経
費

消防費 14 億 9,133 9 億 7,621 65.5% 消防、防災や救急活動、消防団などにかかる経費

教育費 31 億 7,674 20 億 6,239 64.9% 小中学校や幼稚園、公民館、図書館、文化振興などにか
かる経費

公債費 30 億 6,019 13 億 8,639 45.3% 市債（借入金）の返済にかかる経費

その他 3 億 1,304 4,865 15.5% 労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

合計 346 億 6,358 162 億 3,077 46.8%

12 月末
予算現額

4 月～ 12 月
収入済額

予算に対
する割合

説　明

市税 97 億 3,800 73 億 5,773 75.6% 市民税や固定資産税など、私たちが市に納める税

地方譲与税 ３億 8,770 2 億 8,367 73.2% 国が徴収した国税のうち、一定の基準に基づき市に配分
される収入

地方消費税交付金 11 億 7,520 10 億    890 85.8% 地方消費税のうち、基準に基づき市に交付される収入

地方交付税 63 億 7,700 63 億 2,992 99.3% 市が一定の行政サービスを提供できるよう、国から交付
される収入

分担金・負担金 3 億 5,568 2 億 1,981 61.8% 事業実施に伴う受益者からの分担金や負担金などの収入

使用料・手数料 2 億 6,210 1 億 8,224 69.5% 市の施設などを使用した場合の使用料や各種証明の手数
料などの収入

国庫支出金 57 億 2,070 27 億 8,826 48.7% 国から特定の事務事業のために交付される補助金や委託
金などの収入

県支出金 19 億 6,705 ２億 5,980 13.2% 県から特定の事務事業のために交付される補助金や委託
金などの収入

諸収入 7 億 5,033 3 億 3,016 44.0% 市預金利子や貸付金元利収入、雑入などの収入

市債 44 億 4,880 0 0.0% 公共施設の整備などに充てるための借入金

その他 34 億 8,102 14 億 4,747 41.6% ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例
交付金など

合計 346 億 6,358 202 億　796 58.3%
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収
入
と
支
出
の
状
況

平成 28 年２月１日告示第 16 号 財政事情書から

予算に対する割合について
土木費などは、工事などの契約をすでにしていても、支払いは事業完了後になるため、支出割合としては低い状況となっ
ています。また、民生費、農林水産業費、土木費など特別会計への繰出金が含まれている費目についても、特別会計の
収支状況を勘案し年度末に繰出金を支出するため、現時点では支出割合が低くなっています。

予算に対する割合について
　国・県支出金などは、定期的に収入されるものもありますが、多くは事業完了後の収入となるため、現時点での収入
割合は低くなっています。市債については、事業完了後に借り入れるため、現時点では未収入となっています。

収入支出

　市では、私たちが納めた税金や、国からの補助金などが
どのくらい入り、どのように使われているかという、いわ
ば市の家計簿ともいうべき財政事情書を年２回（２月・８
月）公表しています。
　今回は、平成 27 年 12 月 31 日現在の財政状況をお知
らせします。

予算現額 346 億 6,358 万円

収入

支出

202 億 796 万円
                （58.3%）

162 億 3,077 万円
                （46.8%）

一般会計の執行状況

収入済額

支出済額

０ 20 40 60 80 100（％）

※不足を補う一時借入金については、現在のところ借
り入れを行っていません。

市民 1 人当たり 1 世帯当たり

125,686 円 320,434 円

  94,964 円 242,110 円

上段：予算現額（12 月末現在の予算額）

下段：収入済額（12 月末までの収入額）
人口      77,479 人           
世帯数   30,390 世帯

（平成 27 年 12 月 31 日現在）

市税負担の状況

石岡市の
家 計 簿

いしおか恋瀬姫



水道事業
12 月末

予算現額
12 月末

収入済額・支出済額
予算に

対する割合

収益的収入および支出
収入 6 億 1,391 3 億 5,004 57.0%

支出 5 億 2,642 2 億　623 39.2%

資本的収入および支出
収入 4 億 4,890 1 億 6,215 36.1%

支出 5 億 8,975 1 億 8,339 31.1%

　

特
別
会
計
は
、
使
用
料
や
保
険
料
な
ど

特
定
の
収
入
で
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
な
ど
に
設
け
る
会
計
で
す
。
石
岡
市
に

は
現
在
、
水
道
事
業
を
含
め
10
の
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
の
当
初
予
算
額

（
水
道
事
業
会
計
を
除
い
た
額
）
は

２
１
６
億
４
８
０
７
万
円
で
し
た
が
、
前

年
度
か
ら
の
繰
越
額
１
億
４
７
３
９
万

円
、
補
正
予
算
額
３
億
６
３
６
１
万

円
を
加
え
て
、
12
月
末
予
算
現
額
は

２
２
１
億
５
９
０
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
12
月
末
ま
で
の
収
入
済
額
は

１
０
９
億
４
５
４
万
円
（
予
算
に
対
す
る

収
入
割
合
は
49
・
２
％
）、
支
出
済
額
は

１
２
９
億
２
２
６
３
万
円
（
予
算
に
対
す

る
支
出
割
合
は
58
・

３
％
）
で
す
。

※
水
道
事
業
は
、
使

用
料
に
よ
り
運
営

さ
れ
る
企
業
会
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
産
と
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
貯
金
や
持
ち
家
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、
市
役
所
庁
舎
・
小
中
学
校
・
公
民
館
な
ど
の
施

設
や
そ
の
敷
地
な
ど
で
す
。

　

基
金
は
、
将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
預
貯
金
の
こ

と
で
、必
要
に
応
じ
て
取
り
崩
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
財
政
調
整
基
金
（
約
30
億
円
）
や
減

債
基
金（
約
10
億
円
）、駅
周
辺
整
備
基
金（
約
11
億
円
）、

庁
舎
整
備
基
金
（
約
20
億
円
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

土地 204 万 8,353.58 平方㍍

建物 28 万　633.50 平方㍍

基金 114 億　327 万円

有価証券・
  出資金など 3 億 9,936 万円

12 月末
予算現額

4 月～ 12 月
収入済額

予算に
対する割合

4 月～ 12 月
支出済額

予算に
対する割合

国民健康保険 106 億 4,584 60 億 7,134 57.0% 67 億 5,031 63.4%

簡易水道事業 4 億 7,981 5,474 11.4% １億　895 22.7%

下水道事業 24 億 9,363 ４億 6,669 18.7% 11 億 8,403 47.5%

駐車場 2,220 1,898 85.5% 332 15.0%

農業集落排水事業 ３億    956 3,417 11.0% １億 6,234 52.4%

霊園事業 1,896 2,009 106.0% 514 27.1%

介護保険 71 億 6,133 37 億 1,714 51.9% 41 億 4,909 57.9%

介護サービス事業 ３億　434 1 億 5,349 50.4% 2 億 1,814 71.7%

後期高齢者医療 ７億 2,340 3 億 6,790 50.9% 3 億 4,131 47.2%

合計 221 億 5,907 109 億　454 49.2% 129 億 2,263 58.3%

（単位：万円）

※一般会計からの繰り入れや、市債の借り入れなどの収入については、年度末に収入されるため、現時点では支出が収入
を上回っています。しかし、一般会計を含めた全会計では収入が支出を上回っているため、一時借り入れを行っていません。

※資本的収入については，年度末に一般会計からの繰り入れを行うため現時点では収入済額
が低くなっています。
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特別会計

水道事業

財産（12 月 31 日現在）
市が所有している資産

新庁舎建設に向け進む解体工事

財
産
と
は

　

市
債
と
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど

の
長
期
借
入
金
と
同
じ
で
す
。

　

主
に
道
路
の
整
備
や
学
校
の
建
設
な
ど
大
型
施
設
を

建
設
・
整
備
す
る
時
に
利
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
産

は
、
建
設
費
用
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
数
十
年
に
わ

た
り
世
代
を
超
え
て
長
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
費
用
に
つ
い
て
も
建
設
時
の
世
代
だ

け
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
資
産
を
使
う
次
の
世
代

に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら
う
意
味
で
借
り
入
れ
し
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
返
済
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
12
月
31
日
現
在
の
市
債
残
高
は
約
４
９
２
億

円
で
、
昨
年
12
月
末
よ
り
４
億
円
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。

会 計 名 市 債 額

一般 281 億　838 万円　

簡易水道事業 7 億 6,540 万円　

下水道事業 161 億 4,577 万円　

農業集落排水事業 25 億 4,129 万円　

介護サービス事業 1,100 万円　

水道事業 16 億 4,715 万円　

合計 492 億 1,899 万円　

市債（12 月 31 日現在）
市が借りているお金

市
債
と
は

■問い合わせ
財政課　☎ 23-1111（内線 234）

3 月末の完成に向け着々と進む JR 石岡駅

▲農業集落排水の処理場（染谷地区）

（単位：万円）

満喫うさぎ
カイ

嗜みうさぎ
モモア


